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　「
防
災
の
日
」

　

９
月
１
日
、
こ
の
日
は
言
わ
ず
と
知
れ
た
「
防
災
の

日
」。
こ
れ
は
１
９
５
９
年（
昭
和
34
）９
月
26
日
の「
伊

勢
湾
台
風
」
に
よ
る
甚
大
な
経
済
的
・
人
的
被
害
（
死

者
・
行
方
不
明
者
５
０
９
８
名
）
を
踏
ま
え
、翌
年
（
昭

和
35
年
）
の
閣
議
了
解
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
ま
た
、
そ
の
制
定
主
旨
に
は
『
政
府
、
地
方
公

共
団
体
な
ど
関
係
諸
機
関
は
も
と
よ
り
、
広
く
国
民
の

一
人
一
人
が
台
風
、
高
潮
、
津
波
、
地
震
な
ど
の
災
害

に
つ
い
て
、
認
識
を
深
め
、
こ
れ
に
対
処
す
る
心
構
え

を
準
備
し
よ
う
と
い
う
の
が
…
ね
ら
い
で
あ
る
。
…
災

害
の
発
生
を
未
然
に
防
止
し
、
あ
る
い
は
被
害
を
最
小

限
に
止
め
る
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
と
い
う
こ
と

を
、
み
ん
な
が
各
人
の
持
場
で
、
家
庭
で
、
職
場
で
考

え
、
そ
の
た
め
の
活
動
を
す
る
…
』
と
あ
り
、
政
府
や

自
治
体
・
関
係
省
庁
の
み
な
ら
ず
、
国
民
の
側
に
も
災

害
の
防
止
、
即
ち
「
防
災
」
に
主
体
的
に
関
与
し
、
防

災
思
想
を
涵
養
す
る
と
と
も
に
、
防
災
活
動
の
実
践
を

求
め
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
防
災
に
関

ん
と
な
れ
ば
、
具
体
的
な
政
策
や
体
制
と
い
っ
た
も
の

は
、
そ
れ
を
創
出
す
る
人
の
認
識
や
思
想
を
基
盤
と
す

る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
新
た
な
防
災
の
在
り
方
を
求
め
ら
れ
る

わ
が
国
の
防
災
に
関
す
る
認
識
・
思
想
は
、
今
後
の
新

た
な
自
然
災
害
に
対
応
し
た
防
災
の
在
り
方
の
基
盤
た

り
得
る
ほ
ど
の
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
問

題
意
識
か
ら
本
稿
で
は
、
わ
が
国
の
「
防
災
」
に
関
す

る
認
識
や
思
想
を
概
観
し
、
そ
れ
ら
が
今
後
の
新
た
な

災
害
に
十
分
に
対
応
で
き
る
ほ
ど
の
も
の
か
ど
う
か
、

ま
た
対
応
で
き
な
い
と
す
れ
ば
ど
の
よ
う
な
改
善
が
必

要
か
、
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
。

わ
が
国
の
「
防
災
」
認
識
と

そ
の
課
題

　

ま
ず
、
防
災
に
関
し
て
国
民
に
広
く
共
有
さ
れ
て
い

る
一
般
的
な
認
識
と
し
て
は
、『
自
然
・
人
為
に
よ
る

災
害
か
ら
人
命
・
財
産
を
守
る
こ
と
』
と
な
る
だ
ろ
う
。

た
だ
、
こ
れ
に
は
「
主
体
」
と
「
手
段
」
の
要
素
を
欠

い
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
加
え
る
と
、『
何
ら
か
の
主

体
が
自
然
・
人
為
に
よ
る
災
害
か
ら
何
ら
か
の
手
段
を

用
い
て
人
命
・
財
産
を
守
る
こ
と
』
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
実
際
の
行
動
等
の
記
述
に
適
用
で
き
る
具
体
的

な
形
式
と
な
る
。
因
み
に
政
府
・
行
政
側
の
認
識
を
示

す
も
の
と
し
て
は
、「
災
害
対
策
基
本
法
」
の
「
防
災
」

の
定
義
と
し
て
『
災
害
を
未
然
に
防
止
し
、
災
害
が
発

生
し
た
場
合
に
お
け
る
被
害
の
拡
大
を
防
ぎ
、
及
び
災

害
の
復
旧
を
図
る
こ
と
』
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
災
害

す
る
国
民
的
啓
発
活
動
の
成
果
で
あ
ろ
う
か1

、
そ
の

後
の
わ
が
国
で
は
、
自
然
災
害
に
お
け
る
死
者
・
行
方

不
明
者
の
数
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
（
６
４
３
７
名
）

と
東
日
本
大
震
災
（
２
２
１
９
９
名
）
の
２
件
を
除
い

て
、
何
れ
も
５
０
０
名
を
下
回
っ
て
い
る
（
次
頁
表
参

照
〈
出
展
：
平
成
30
年
防
災
白
書
〉）。

　

し
か
し
な
が
ら
直
近
で
は
、
７
月
に
西
日
本
を
中
心

と
し
た“
前
例
の
な
い
”豪
雨（「
平
成
30
年
７
月
豪
雨
」）

が
発
生
し
、
死
者
・
行
方
不
明
者
の
数
が
２
０
０
名
以

上
に
上
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
想
定
を
超
え
た
新
た
な

自
然
災
害
が
発
生
し
つ
つ
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う

な
前
例
の
な
い
新
た
な
自
然
災
害
が
今
後
も
発
生
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
当
然
わ
が
国
の
こ
れ
ま
で
の
防
災
政
策

や
体
制
を
含
め
た
防
災
の
在
り
方
も
、
そ
の
変
化
を
求

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

と
は
い
え
、
も
し
防
災
の
在
り
方
を
よ
り
効
果
的
な

方
向
に
変
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
変
化

さ
せ
よ
う
と
す
る
側
が
防
災
に
関
す
る
適
切
な
認
識
・

思
想
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
な

１.

政
府
に
よ
る
関
連
法
規
（「
災
害
対
策
基
本
法
」
等
）
の
制
定
や
防
災
関
連
予
算

の
拡
充
も
寄
与
し
て
い
よ
う
。　

附属資料6 	 我が国における昭和20年以降の主な自然災害の状況

年　月　日 災害名 主な被災地 死者・
行方不明者数

昭和 20. 1. 13 三河地震（M6.8） 愛知県南部 2,306人
9. 17～ 18 枕崎台風 西日本（特に広島） 3,756人

21. 12. 21 南海地震（M8.0） 中部以西の日本各地 1,443人
22. 8. 14 浅間山噴火 浅間山周辺 11人

9. 14～ 15 カスリーン台風 東海以北 1,930人
23. 6. 28 福井地震（M7.1） 福井平野とその周辺 3,769人

9. 15～ 17 アイオン台風 四国から東北（特に岩手） 838人
25. 9. 2～ 4 ジェーン台風 四国以北（特に大阪） 539人
26. 10. 13～ 15 ルース台風 全国（特に山口） 943人
27. 3. 4 十勝沖地震（M8.2） 北海道南部、東北北部 33人
28. 6. 25～ 29 大雨（前線） 九州、四国、中国（特に北九州） 1,013人

7. 16～ 24 南紀豪雨 東北以西（特に和歌山） 1,124人
29. 5. 8～ 12 風害（低気圧） 北日本、近畿 670人

9. 25～ 27 洞爺丸台風 全国（特に北海道、四国） 1,761人
32. 7. 25～ 28 諫早豪雨 九州（特に諫早周辺） 722人
33. 6. 24 阿蘇山噴火 阿蘇山周辺 12人

9. 26～ 28 狩野川台風 近畿以東（特に静岡） 1,269人
34. 9. 26～ 27 伊勢湾台風 全国（九州を除く、特に愛知） 5,098人
35. 5. 23 チリ地震津波 北海道南岸、三陸海岸、志摩海岸 142人
38. 1 昭和38年1月豪雪 北陸、山陰、山形、滋賀、岐阜 231人
39. 6. 16 新潟地震（M7.5） 新潟、秋田、山形 26人
40. 9. 10～ 18 台風第23，24，25号 全国（特に徳島、兵庫、福井） 181人
41. 9. 23～ 25 台風第24，26号 中部、関東、東北、特に静岡、山梨 317人
42. 7 ～ 8 7，8月豪雨 中部以西、東北南部 256人
43. 5. 16 十勝沖地震（M7.9） 青森県を中心に北海道南部・東北地方 52人
47. 7. 3～ 15 台風第6，7，9号及び7月豪雨 全国（特に北九州、島根、広島） 447人
49. 5. 9 伊豆半島沖地震（M6.9） 伊豆半島南端 30人
51. 9. 8～ 14 台風第17号及び9月豪雨 全国（特に香川、岡山） 171人
52. 1 雪害 東北、近畿北部、北陸 101人
52. 8. 7～ 53. 10 有珠山噴火 北海道 3人
53. 1. 14 伊豆大島近海の地震（M7.0） 伊豆半島 25人

6. 12 宮城県沖地震（M7.4） 宮城県 28人
54. 10. 17～ 20 台風第20号 全国（特に東海、関東、東北） 115人
55. 12 ～ 56. 3 雪害 東北、北陸 152人
57. 7 ～ 8 7，8月豪雨及び台風第10号 全国（特に長崎、熊本、三重） 439人
58. 5. 26 日本海中部地震（M7.7） 秋田、青森 104人

7. 20～ 29 梅雨前線豪雨 山陰以東（特に島根） 117人
10. 3 三宅島噴火 三宅島周辺 －
12 ～ 59. 3 雪害 東北、北陸（特に新潟、富山） 131人

59. 9. 14 長野県西部地震（M6.8） 長野県西部 29人
61. 11. 15～ 12. 18 伊豆大島噴火 伊豆大島 －

平成 2. 11. 17～ 7. 6. 3 雲仙岳噴火 長崎県 44人
5. 7. 12 北海道南西沖地震（M7.8） 北海道 230人

7. 31～ 8. 7 平成5年8月豪雨 全国 79人
7. 1. 17 平成7年（1995年）兵庫県南部地震（阪神・淡路大震災）（M7.3）兵庫県 6,437人
12. 3. 31～ 13. 6. 28 有珠山噴火 北海道 －

6. 25～ 17. 3. 31 三宅島噴火及び新島・神津島近海地震（M6.5） 東京都 1人
16. 10. 18～ 21 台風第23号 全国 98人

10. 23 平成16年（2004年）新潟県中越地震（M6.8） 新潟県 68人
17. 12 ～ 18. 3 平成18年豪雪 北陸地方を中心とする日本海側 152人
19. 7. 16 平成19年（2007年）新潟県中越沖地震（M6.8） 新潟県 15人
20. 6. 14 平成20年（2008年）岩手・宮城内陸地震（M7.2） 東北（特に宮城、岩手） 23人
22. 11 ～ 23. 3 平成22年11月からの大雪 北日本から西日本にかけての日本海側 131人
23. 3. 11 平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震（東日本大震災）（Mw9.0） 東日本（特に宮城、岩手、福島） 22,199人
23. 8. 30～ 23. 9. 5 平成23年台風第12号 近畿、四国 98人
23. 11 ～ 24. 3 平成23年の大雪等 北日本から西日本にかけての日本海側 133人
24. 11 ～ 25. 3 平成24年の大雪等 北日本から西日本にかけての日本海側 104人
25. 11 ～ 26. 3 平成25年の大雪等 北日本から関東甲信越地方（特に山梨） 95人
26. 8. 20 平成26年8月豪雨（広島土砂災害） 広島県 77人
26. 9. 27 平成26年（2014年）御嶽山噴火 長野県、岐阜県 63人
28. 4. 14 及び 4. 16 平成28年（2016年）熊本地震（M7.3） 九州地方 267人

注）
1．�死者・行方不明者について、風水害は500人以上、雪害は100名以上、地震・津波・火山噴火は10人以上のもののほ
か、「災害対策基本法」による非常災害対策本部等政府の対策本部が設置されたもの。

2．�平成7年（1995年）兵庫県南部地震（阪神・淡路大震災）の死者・行方不明者については平成17年12月22日現在の
数値。いわゆる関連死を除く地震発生当日の地震動に基づく建物倒壊・火災等を直接原因とする死者は、5,515人。

3．三宅島噴火及び新島・神津島近海地震の死者は、平成12年7月1日の地震によるもの。
4．�平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震（東日本大震災）の死者（震災関連死含む）・行方不明者数については平成
30年3月1日現在。

5．平成28年（2016年）熊本地震の被害は平成30年4月13日現在（震災関連死含む）。
出典：�気象年鑑、理科年表、警察庁資料、消防庁資料、緊急災害対策本部資料、非常災害対策本部資料、兵庫県資料をもとに

内閣府作成

附-6

防
災
意
識
の
改
革
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の
事
前
の
備
え
の
み
な
ら
ず
、
災
害
の
最
中
の
対
策
、

災
害
の
事
後
の
対
策
も
加
え
て
い
る
点
が
特
徴
と
な
っ

て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、『
何
ら
か
の
主
体
が
自

然
・
人
為
に
よ
る
災
害
か
ら
何
ら
か
の
手
段
を
用
い
て

人
命
・
財
産
を
守
る
こ
と
』
と
い
う
点
は
共
通
項
と
い

え
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
認
識
は
、
そ
れ
を
常
に
心
掛
け
て
い
れ

ば
、
多
様
な
災
害
状
況
・
事
態
へ
の
具
体
的
な
対
応
策

（
政
策
・
体
制
）
を
案
出
す
る
上
で
の
手
掛
か
り
を
与

え
て
く
れ
る
も
の
の
よ
う
に
み
え
る
。し
か
し
な
が
ら
、

実
際
の
と
こ
ろ
わ
が
国
で
は
、『
人
命
・
財
産
の
保
護
』

と
い
う
目
的
達
成
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
「
手
段
」
に

対
し
て
過
度
な
制
約
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
結
果
と
し

て
多
様
な
災
害
状
況
・
事
態
へ
の
対
応
の
幅
を
狭
め
て

し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
で
は
、
そ
の
制
約

に
よ
っ
て
除
外
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
手
段
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
代
表
的
な
も
の
は
、
非
常
時
に
お
け
る
統
治
機

構
へ
の
権
限
集
中
や
一
定
の
私
権
の
制
限
を
要
求
す

る
、
い
わ
ゆ
る
「
緊
急
事
態
法
制
」
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
手
段
は
、
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
る
人
命
や
財
産
の
保

護
を
迅
速
且
つ
効
果
的
に
行
う
こ
と
を
最
優
先
に
考
え

る
な
ら
ば
、
考
慮
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
手
段
で
あ
り
、

現
在
諸
外
国
に
お
い
て
も
法
制
化
が
な
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
わ
が
国
で
も
か
つ
て
は
、
こ
れ
類
す
る
も
の
と
し

て
、旧
帝
国
憲
法
下
に
お
け
る
天
皇
の
権
能
と
し
て「
戒

厳
」
が
規
定2

さ
れ
て
い
た
。
因
み
に
こ
の
戒
厳
令
の

布
告
は
、
戦
時
や
事
変
な
ど
の
際
、
行
政
・
司
法
権
を

軍
の
指
揮
下
に
一
元
化
す
る
こ
と
で
治
安
の
維
持
・
回

復
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
な
さ
れ
る
も
の
で
、

実
際
１
９
２
３
年
の
関
東
大
震
災
の
際
、
治
安
維
持
を

目
的
と
し
て
布
告
さ
れ
一
定
の
効
果
を
上
げ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
現
在
の
わ
が
国
で
は
、
戦
時
以
外3

の
緊

急
事
態
を
想
定
し
た
具
体
的
な
法
律
は
存
在
し
な
い
ま

ま
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る4

。

　

で
は
何
故
、
諸
外
国
に
お
い
て
運
用
さ
れ
、
ま
た
わ

が
国
も
か
つ
て
有
し
て
い
た
は
ず
の
法
制
度
が
、
現
在

の
わ
が
国
に
お
い
て
設
け
ら
れ
て
い
な
い
の
だ
ろ
う

か
。

希
薄
な
危
機
意
識
と

反
権
力
意
識

　

そ
の
理
由
と
し
て
一
つ
に
は
、
わ
が
国
で
は
、
災
害

へ
の
対
処
で
あ
る
防
災
が
国
家
に
と
っ
て
死
活
的
な
課

題
で
あ
る
と
い
っ
た
危
機
意
識
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
例
え
ば
、
わ
が
国
の
枢
要
な

機
能
が
集
中
し
て
い
る
首
都
東
京
は
、
か
ね
て
よ
り
そ

の
直
下
で
の
大
地
震
の
発
生
が
予
測
さ
れ
て
お
り
、
ま

2 .

「
大
日
本
帝
国
憲
法
」
第
十
四
条
『
天
皇
ハ
戒
厳
ヲ
宣
告
ス
』　

3.

現
在
の
わ
が
国
に
お
け
る
緊
急
事
態
法
制
と
し
て
は
、
戦
時
の
み
を
想
定
し
た

「
武
力
攻
撃
事
態
等
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和
と
独
立
並
び
に

国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
」
等
が
あ
る
。　

4.

「
災
害
対
策
基
本
法
」
第
百
五
条
に
『
災
害
緊
急
事
態
』
の
布
告
が
で
き
る
旨

の
記
述
が
あ
る
が
、
こ
の
布
告
に
よ
っ
て
期
待
で
き
る
具
体
的
な
効
果
と
し
て
は
、

非
常
時
の
物
資
不
足
や
物
価
高
騰
の
防
止
（
同
法
第
百
九
条
一
、二
）
に
留
ま
る
。

た
政
府
・
行
政
機
関
の
機
能
不
全
を
狙
っ
た
宗
教
団

体
に
よ
っ
て
毒
ガ
ス
が
散
布
さ
れ
る
と
い
う
大
規
模

テ
ロ
行
為
に
も
実
際
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
で
は
震
源
か
ら
離
れ
て

い
た
に
も
関
わ
ら
ず
交
通
が
不
全
と
な
り
、
多
数
の
帰

宅
困
難
者
を
出
す
に
至
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら

の
状
況
に
直
面
す
る
た
び
に
首
都
機
能
の
喪
失
が
懸
念

さ
れ
、
そ
の
移
転
が
議
論
さ
れ
て
き
た
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
そ
の
議
論
の
中
身
に
至
っ
て
は
、
ど
の
よ
う
な

機
能
を
ど
の
地
域
に
移
転
す
る
こ
と
が
国
家
の
存
続
に

と
っ
て
最
適
か
、
と
い
っ
た
政
府
主
導
に
よ
る
国
家
的

な
視
点
に
立
脚
し
た
議
論
と
い
う
よ
り
も
、
そ
れ
ら
の

機
能
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
よ
る
受
け
入
れ
地
域
側
の

利
得
を
焦
点
と
し
た
地
域
間
の
綱
引
き
に
終
始
し
て
し

ま
っ
た
か
の
よ
う
な
印
象
が
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
結
果

と
し
て
、
国
家
の
存
続
に
向
け
た
実
効
性
の
あ
る
機
能

移
転
は
実
現
さ
れ
る
こ
と
な
く5

、
わ
が
国
の
枢
要
な

機
能
の
自
然
・
人
為
災
害
に
対
す
る
脆
弱
性
は
依
然
と

し
て
放
置
さ
れ
た
ま
ま
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で

あ
る6

。
事
程
左
様
に
わ
が
国
で
は
、
政
府
・
自
治
体
、

更
に
は
そ
れ
ら
を
下
支
え
し
て
い
る
国
民
の
間
に
、『
災

害
は
甚
大
な
損
失
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
へ

の
対
処
で
あ
る
防
災
は
国
家
・
国
民
に
と
っ
て
死
活
的

な
課
題
で
あ
る
』と
い
っ
た
危
機
意
識
が
希
薄
で
あ
り
、

5.

実
現
し
た
も
の
と
し
て
は
、
文
化
庁
の
京
都
府
へ
の
移
転
（
予
定
）
や
徳
島
県

へ
の
消
費
者
庁
の
一
部
機
能
移
転
に
留
ま
る
。　

6 .

ま
た
直
近
で
は
、
核
保
有
を
宣
言
し
た
北
朝
鮮
に
よ
る
核
攻
撃
の
可
能
性
も
想

定
さ
れ
て
お
り
、
東
京
の
脆
弱
性
は
更
に
高
ま
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。　

そ
れ
故
に
、
あ
え
て
防
災
と
い
う
課
題
に
取
り
組
も
う

と
い
う
動
機
付
け
も
高
ま
っ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
え
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

加
え
て
も
う
一
つ
の
理
由
と
し
て
は
、
日
本
社
会
に

蔓
延
る
強
力
な
権
力
に
対
す
る
否
定
的
な
認
識
の
存
在

が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

　

実
際
、
政
治
的
な
議
論
の
場
に
お
い
て
権
力
の
集
中

や
私
権
の
制
限
の
可
能
性
が
俎
上
に
上
っ
た
際
、
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
知
り
得
る
国
民
の
意
見
と
い
う
も

の
は
そ
の
多
数
が
反
対
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た

だ
、
こ
の
よ
う
な
多
数
の
反
対
意
見
が
生
ま
れ
る
原
因

と
し
て
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
報
道
内
容
が
一
面

的
で
、
権
力
の
集
中
や
私
権
制
限
の
危
険
性
と
い
っ
た

デ
メ
リ
ッ
ト
に
焦
点
を
当
て
る
ば
か
り
で
、
そ
の
メ

リ
ッ
ト
に
触
れ
る
こ
と
が
少
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ

う
。
ま
た
日
本
国
民
は
諸
外
国
の
国
民
と
比
較
し
て
も

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
へ
の
信
頼
が
非
常
に
高
い
た
め
、
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
が
一
方
的
に
権
力
集
中
の
危
険
性
や
反
権
力

を
示
唆
す
る
情
報
を
発
信
し
続
け
る
こ
と
で
、
国
民
の

意
見
も
自
然
と
そ
の
方
向
に
誘
導
さ
れ
て
し
ま
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
に
し
て
生
み
出
さ

れ
た
認
識
は
、
権
力
の
集
中
や
私
権
の
制
限
を
要
求
す

る
緊
急
事
態
法
制
に
対
し
て
も
波
及
し
、
そ
れ
が
『
災

害
事
態
に
迅
速
・
効
果
的
な
対
応
を
も
た
ら
し
、
よ
り

多
く
の
人
命
・
財
産
の
保
護
に
つ
な
が
る
』
と
い
っ
た

メ
リ
ッ
ト
を
持
つ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
か
ら
国

民
の
目
を
逸
ら
さ
せ
、
む
し
ろ
権
力
の
集
中
や
私
権
の

制
限
に
よ
る
デ
メ
リ
ッ
ト
に
ば
か
り
国
民
の
目
を
向
け

さ
せ
る
と
い
う
傾
向
を
作
り
出
し
、
結
果
と
し
て
法
制

そ
の
も
の
へ
の
忌
避
感
を
生
じ
さ
せ
、
そ
の
制
定
は
も

と
よ
り
そ
れ
に
関
す
る
議
論
す
ら
も
憚
ら
れ
て7

し
ま

う
よ
う
な
現
状
を
生
み
出
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

防
災
改
革
は
意
識
改
革
か
ら

　

こ
こ
ま
で
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、
わ
が
国
で
は
、
災

害
が
国
家
の
死
活
的
な
問
題
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
希

薄
で
あ
る
と
と
も
に
、反
権
力
意
識
も
蔓
延
っ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
思
想
傾
向
や
意
識
の
蔓
延
は
、
恐
ら
く
先

の
大
戦
後
の
占
領
統
治
期
に
お
け
るG

H
Q

に
よ
る
わ

が
国
の
教
育
・
報
道
へ
の
介
入8

が
原
因
で
あ
ろ
う
と

思
わ
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
災
害
対
策
に
効
果
的

な
緊
急
事
態
法
制
に
関
す
る
議
論
す
ら
も
憚
ら
れ
て
い

る
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
昨
今
で
は

地
球
規
模
で
の
自
然
環
境
の
変
化
が
指
摘
さ
れ
、
ま
た

そ
の
影
響
で
あ
ろ
う
か
、
わ
が
国
に
お
け
る
自
然
災
害

も
こ
れ
ま
で
の
想
定
を
超
え
た
も
の
が
起
こ
り
つ
つ
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
加
え
て
現
在
懸
念
さ
れ
て
い
る

「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
」
で
は
、
九
州
か
ら
四
国
、
近
畿
・

東
海
地
方
に
ま
た
が
る
広
大
な
範
囲
で
の
被
害
が
想
定

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
へ
の
対
応
も
今
や
待
っ
た
な
し
の

状
況
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
新
た
な
災
害
、
更
に
は
大

7 .

も
っ
と
も
自
由
民
主
党
で
は
、
憲
法
上
に
緊
急
事
態
条
項
を
設
け
る
こ
と
の
是

非
に
つ
い
て
の
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。　

8.GH
Q

は
連
合
軍
最
高
司
令
部
指
令
（SCA

PIN

）
を
根
拠
に
日
本
国
内
の
報
道
・

出
版
・
放
送
、
更
に
は
教
育
を
統
制
し
、
何
れ
も
連
合
国
の
意
に
沿
っ
た
情
報
、
例

え
ば
、
国
家
意
識
を
希
薄
化
す
る
よ
う
な
情
報
や
日
本
政
府
を
一
方
的
に
断
罪
す
る

よ
う
な
情
報
等
を
発
信
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
た
。

規
模
災
害
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
中
、
わ
れ
わ
れ
が
な

す
べ
き
こ
と
は
防
災
政
策
・
体
制
の
小
手
先
の
改
革
で

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
む
し
ろ
そ
れ
ら
を
生
み

出
す
基
盤
で
あ
る
防
災
に
関
す
る
従
来
の
意
識
、
そ
の

改
革
こ
そ
が
必
要
で
あ
る
。

　

わ
れ
わ
れ
は
長
ら
く
、
あ
る
種
の
偏
見
に
囚
わ
れ
た

ま
ま
、
防
災
に
関
わ
っ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し

か
し
、わ
れ
わ
れ
一
人
一
人
が
こ
れ
ら
の
軛
か
ら
脱
し
、

『
非
常
時
に
人
命
や
財
産
を
ど
の
よ
う
に
し
て
守
る
か
』

と
い
う
課
題
を
、虚
心
に
ま
た
合
理
的
に
考
え
る
意
識
・

姿
勢
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
将
来
に
向
け
た
よ
り
よ

い
防
災
の
在
り
方
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。　
（
文
： 

澤
田
正
浩
・
安
全
保
障
博
士
）

南海トラフ巨大地震の被害想定
被害想定
・震度分布、津波高、浸水域
　・震度 7　151 市町村・津波高 10ｍ以上 21市町村
・全壊棟数、死者・行方不明者数
　・238万 6000 棟・32万 3000 人
・ライフライン、インフラ被害
　・電力：停電件数約 2410 万件～約 2710 万件
　・通信：不通回線数約 810万回線～約 930万回線　等
・生活への影響
　・避難者数：約 440万人～約 950万人
　・食糧不足：約 1400 万食～約 3200 万食（３日間）等
・経済被害
　・資産等の被害 169.5 兆円・経済活動への影響 50.8 兆円
・被害の様相
・発災直後から３日後、１週間後など、被害の状況を時系列で整理

内閣府資料より改編




